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暮らしのお手伝い、あなたの安心をサポートします
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　献血は、健康であれば最も身近にできるボランティアです。多くの方のご協力をお願いします。

　　◆　令和６年10月24日 (木)

　　　①  ９：30～11：00 青森県営農大学校（一般依頼不可）

　　　②  12：45～14：15 七戸警察署

　　　③  15：00～16：30 七戸町役場

　　◆　令和６年12月29日 (日)

　　　①  10：00～12：00 イオン七戸十和田駅前店

　　　②  13：30～16：00 イオン七戸十和田駅前店　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当：原子】

献　血　の　お　知　ら　せ

　七戸町総合福祉センターゆうずらんどにおいて、８月１日（木）・２日（金）の２日間にわたり、子ど
も福祉体験スクール２０２４を開催し、２０名の小・中学生が参加しました。
　今年度は「障害のある人の生活について知ろう！」をテーマに天間林押し花愛好会の皆さんと押し花
の作品作りにはじまり、ベーカリーあぜりあでのパン作り、おおばこ作業所でのカシスジャム作りやニ
ンニクの皮むき、施設利用者との交流を行いました。
　参加した児童・生徒からは、「押し花で作品を作るのが楽しかった。」、「パンの生地がふわふわしてい
て気持ちよかった。」、「利用者との交流でわなげをしたのが楽しかった。」、「障害のある人はできない
こともあるが、できることを自分で探し、行動することがすごいなと思った。そんな障害者をフォロー
する職員がすごいなと思った。」などの感想が寄せられました。
　体験中の写真を本会Facebookに掲載しておりますのでご覧ください。
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なないろフェスタ～社協感謝祭～作品展示会開催について

　本会では、「福祉」に関する作品を募集し、78作品のご応募が
ありました。ありがとうございます‼
　応募作品につきましては、下記のとおり展示いたします。

日時　１０月６日（日）　１０：００～１３：００
場所　総合福祉センターゆうずらんど

　当日ご来場された方には、お菓子つ
かみ取りやわなげ、スカットボールなど
のミニゲーム、「防災○×クイズ」等を
無料でお楽しみいただけます！
　その他、ご来場者に楽しんでいた
だけるよう準備を進めています‼
本事業に係る最新情報については、
本会ウェブサイトまたはFacebook等
に掲載しますのでご確認ください。
　皆様のご来場を心よりお待ちして
います‼

 無料開催の防災○×クイズでは 

豪華景品がもらえるかも！？ 

第１回 １０：３０～ 
第２回 １１：３０～ 

 

 

 

今年もカレーの無料配布
があります！数に限りが
ありますのでお早めにお
越しください！

　ハロウィンの仮装をして来場され

た方には、その場で撮影をして写

真をプレゼントします‼

　私服でも大丈夫！仮装ブースを

用意していますのでプチ仮装をし

て写真をGETしましょう！
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赤ちゃん誕生お祝い事業「ウェルカムベビーギフト」
　本会では七戸町民の出生をお祝いするとともに、地域の子どもの健やかな成長を願い、親子のコミュニケーシ
ョンを促すおもちゃの支給を行っております。
　支給をご希望の方は、公式ウェブサイトまたはFacebookで応募要件をご確認の上、本会までお越しください。
　申請されたご家族及びお子様の素敵なお写真をご紹介いたします‼

［令和６年６月１日～令和６年８月３１日受付分］

城内町内会
米内山　琳成（りじょう）くん

城内町内会
中野渡　丈々（じょじょ）くん

上町町内会
長内　新（あらた）くん

道ノ上分館
四戸　碧（あお）くん 【担当／土井】

　本会で行っているボランティアセンター活動の一環として、「認知症マフ活動」を推進しており、本会に
登録いただいているボランティア登録者及び団体、その他七戸町民より認知症マフ活動にご協力いただいて
います。
　認知症マフとは、布や毛糸を筒状に縫ったり編んだりし、その筒の内外にアップリケやボタンなどの飾り
を縫い付けたものです。
　認知症になると手元が落ち着かずにソワソワしてしまう方が多いと言いますが、この認知症マフは、安心
できるような肌触りの良い素材等で作るため、手を入れるとあたたかく、飾りを触ると認知症の方が落ち着
くと言います。
　ボランティアの方から届いた個性豊かな認知症マフは、
必要としている七戸町内の施設や病院、在宅の方等に寄贈
しています。
　認知症マフ作りに興味のある方や認知症マフを使いたい
方、ボランティア活動がしたい方は、本会までお問い合わ
せください。
　また、社協だより７月号で、不要な毛糸の寄付を呼びか
けたところ、毛糸の寄付をいただき、ボランティアの方か
ら喜びのお声をいただいております。ご自宅等に不要なア
ップリケ・ボタンなどの飾りや毛糸などがありましたら、
今後とも寄付にご協力をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当／小笠原】 在宅の認知症マフ利用者の様子

ボランティアセンター活動「認知症マフを作ろう！」

　七戸町民の皆さま、こんにちは。こちらは七戸町社会福祉協議会の居宅介護支援事業所です。

私たちケアマネージャー（介護支援専門員）は、介護サービスが必要な方と介護サービス事業所（ホームヘ

ルパーやデイサービス等）をつなげて、ケアプラン（介護サービス計画書）を作ります。

　例えば、「病院の付き添いをしてほしい」、「掃除や洗濯が大変になってきた」、「安全に入浴したい」

などの希望を聞いて、安心して地域で暮らすためのお手伝いを行います。

　今回掲載している写真は、本会がケアマネージャーを担っている小倉フサさんの１０２歳のお誕生日に開

催したサービス担当者会議前の様子です。

　「サービス担当者会議」とは、ケアプランを作成したケアマネジャーが中心となって、利用者によりよい

サービスを提供するための情報を共有したり、意見を交換したりする会議のことです。

　サービス担当者会議の主な目的は「よりよい介護サービ

ス を 提 供 す る た め 」 で す が 、 さ ら な る 目 的 に は

「利用者とその家族が安心して毎日を過ごせるようにする

ため」が挙げられます。

　そこで、私たちケアマネージャーは、サービス担当者会

議で利用者や家族が主体となり、すべての参加者が気軽に

発言・相談できるような雰囲気づくりを大切にしています。

　また、本会では訪問介護・居宅介護等事業も行っており

ますのでお気軽にお問い合わせください。

　【居宅介護支援事業所専門ダイヤル

　　　　　　　　　　0176ー62ー4419】

居宅介護支援事業所だより

◆◇◆ 内　容 ◆◇◆

【式　典】

 ●七戸町社会福祉大会表彰

 　　・表　彰　の　部　　　

 　　・感　謝　の　部　　　

 ●福祉標語コンクール最優秀賞表彰

【講　演】

 ●前青森県知事　三村　申吾　氏

第17回七戸町社会福祉大会を開催します‼
　七戸町の地域福祉推進を図るために、地域の社会福祉関
係者をはじめ地域住民が一堂に会し、七戸町社会福祉大会を
下記により開催し、社会福祉の発展に功績のあった方々の表
彰、地域福祉活動紹介並びに講演を行います。

　　　　●日　時　　令和６年１２月１７日（火）
　　　　　　　　　　午後１時３０分　開会
　　　　●場　所　　七戸中央公民館
　　　　●入　場　　無　料

赤い羽根共同募金にご協力お願いします　
～１０月１日よりスタートします！～

各福祉団体への助成金

ほのぼの交流会活動・除雪活動関係

ボランティア推進校関係

福祉標語コンクール関係

地域福祉推進費

ふれあいテレフォン関係

なないろフェスタ～社協感謝祭～関係

345, 200円

906, 045円

177, 676円

146, 000円

193, 942円

61, 137円

100, 000円

　赤い羽根共同募金運動がみなさまのやさしい心に支えら
れて、１０月１日から全国一斉に行われます。
　この募金は、各市町村ごとに使
いみちや集める額を事前に決め、
「助成計画」が策定されておりま
す。七戸町では、その助成計画に
基づいて、１世帯当たりの目安額
を６００円に定めて募金をお願い
しています。
今年度も、町内会長、常会長又は
班長を通じてお願いに伺いますの
で、毎戸の募金へのご協力をお願
いいたします。ご協力いただいた世
帯に対し、七戸町マスコットキャ
ラクター「ねがいかなうちゃん」
のステッカーを進呈いたします。

　令和６年度も「ねがいかな

うちゃん」ピンバッジを作成

しました。

　ピンバッジの募金は、七戸

町総合福祉センターゆうずら

んどで、毎戸募金とは別に

５００円以上の寄付をされ、

希望される方には、ピンバッ

チを差し上げます。

　また、職場・団体等でピン

バッジ募金にご協力いただけ

る場合は、本会までご連絡く

ださい。
　　　　　【担当／小笠原】

≪令和５年度　七戸町共同募金

　　　実績　　2, 719, 759円≫

　令和５年度は青森県共同募金会

からの配分金合計1, 930, 000円

を、右記のとおり配分いたしまし

た。

「ねがいかないちゃん」
ピンバッチは限定300個
です。お早めにどうぞ！

元気に
スクスク
育ってネ！

すくすく
元気に
育ってね！

元気に
大きく
なってね！

じょじょくん
だいすきだよ♡
ぱぱみたいに
かっこよく、
ママみたいに
やさしく
そだってね☆
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地域で支えあう除雪活動に取り組みませんか？

　本会では、町内会・分館で除雪ボランティア活動を実施する場合、延協力

者数に応じて、町内会・分館へ助成金を交付しております。

【　助　成　金　額　】

様式は本会ウェブサイトからダウンロードできます

　　※なお、活動に際してのボランティア活動保険加入に係る保険料は、本会で

　　　負担します。

　七戸町は雪が多いため、除雪作業に大変な労力を要します。そうした中、

日常生活に援助を要する方々は、その対応に非常に苦慮されており相談が寄

せられることがあります。基本的には、ご家族・ご親戚、シルバー人材セン

ター等の除雪業者等での除雪の可否を確認させていただいておりますが、対

応が難しい場合、ほのぼのネットワーク活動を実施している町内会・分館の

皆様に除雪の対応をお願いする場合があります。

お申込み先　電話 (0176) 62ー6790　【受付時間 平日 8：30～17：00】

【担当／原子】

基礎額　年額 15, 000円 + 延協力者数 × 500円

※　最大 45, 000円

　様々な事情により、帰省が困難になっている方等と七戸町在住の方が、ビデオ通話にてお

顔を見てお話しする機会を提供します。ビデオ通話の時間が合わない場合は、ビデオレター

という形で映像をお届けすることもできます。

　本事業の利用対象者は、自宅にタブレット端末などの機器がない七戸町在住の方で、通話

先の方が無料通信アプリ「ＬＩＮＥ」またはビデオ会

議システム「Zoom」を利用できることが条件となりま

す。年齢は問わず、無料でご利用いただけます。

【利用時間】９：00～16：00　

　　　　　　　※土日祝日と年末年始を除く

　　　　　　 　　１回あたり３０分以内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オンライン帰省応援事業オンライン帰省応援事業

【担当 / 土井】

　次の方々から、心温まるご寄附をいただきました。皆様の善意を大切に地域福祉の推進のため、

活用させていただきます。

【令和６年４月１日～令和６年８月１４日 受付分】

　≪寄付金≫　　　　　　　　　　　　≪フードドライブ食品寄付≫

　６月１６日　七戸町艶舞会　　　　　　７月３１日　東洋羽毛北部営業所（株）青森営業所

　６月１７日　　　　篤志家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当／町屋】

皆様からの善意のご寄附、大切に使わせていただきます
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　６月19日、七戸町総合福祉センターゆうずらんどにおいて、七戸町社会福祉協議会役員評議員研

修会を開催しました。

　社会福祉法人青森県社会福祉協議会生活支援課課長 

木村 亨氏を講師にお迎えし、「能登半島地震における

災害ボランティアセンターの取り組み」についてご講

演いただきました。

　参加した役職員28名が能登半島地震における災害対

応の状況を理解するとともに、災害ボランティアセン

ターの役割や仕組みに対する理解促進を図ることがで

きました。また、災害発生時にボランティア活動を円

滑に推進していくために、平時から災害時に備えた取

り組みを工夫していこうという機運を高めることがで

きました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当／町屋】

　

　７月17日（水）、青森県社会福祉協議会が主催する地域共生社会の実現に向けたZoom研修「令和６年度ボ

ランティア・市民活動実践セミナー」に、本会に登録いただいている個人ボランティア及びボランティア団体

等から25名が参加しました。

　主な内容は、「十和田ＮＰＯ子どもセンター・ハピたの」の代表理事である中沢洋子氏による講義「地域とと

もにはぐくむボランティア活動」とパネルディスカッショ

ン「地域とともにつなぎ、つながりつづけるボランティア

活動」でした。講師の中沢氏は、七戸町にゆかりのある方

で、参加者の中には「中沢さんのお話を聞くために参加し

ました。中沢さんにはいつもパワーをもらいます。」と楽

しみにしてきた方が多くいらっしゃいました。

　参加者より、「いろいろな方が地域で、周りの力を借りな

がら活動されていることを知り、日本もまだまだ大丈夫！

と思えました。この先、私自身も手助けできることがあれ

ば、少しでも力になりたいと思いました。」等の感想があ

りました。

　

　８月22日（木）、青森県社会福祉協議会職員１名や社会福祉

士実習生等の協力により、災害ボランティアセンター用資機材

ストックヤードの資材点検を行い、それぞれの資材に「七戸町

災害ボランティアセンター」のシールを貼りました。

　近年、地震や豪雨等の自然災害が頻発しており、被災した家

屋等の復旧や被災者の生活再建には、ボラン ティアの力が欠

かせないものとなっています。青森県社会福祉協議会では、災

害時のボランティア活動を迅速に行うために、県内６か所に災

害時に必要となる資機材のストックヤードを設置しています。

　令和５年９月29日(金)、青森県社会福祉協議会より、被災地

のボランティアセンターへの資機材の供給拠点として、本会に

災害ボランティアセンター用資機材ストックヤードが設置され、

災害発生時をはじめ、上十三地域で防災訓練等を行う際など、

必要に応じて資機材の貸し出しを行っています。

令和６年度七戸町社会福祉協議会役員評議員研修会を開催しました！

令和６年度ボランティア・市民活動実践セミナーを開催しました！

～災害ボランティアセンター用資機材
　ストックヤードの点検を行いました！～

役職員研修会の様子

ボランティア・市民活動実践セミナーの様子
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